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1 今年度の取組概要(案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.今年度の取組概要(案） 

区分 取組名 概要 

公共交通 

利用促進策の

実施 

Nバス運賃支援事業  市民を対象に 65 歳以上及び障がい者については、N バ

スの無償化を実施し、利用状況を分析する 

Nバスを活用した修

学旅行周遊実証事業 

修学旅行を対象に、市内での民泊と Nバスでの周遊を組

み合わせた実証事業の実施を検討 

利用促進イベントの

実施 

Nバスの周年イベント、クリスマス、バレンタイン等の

行事にあわせたイベントを実施予定 

公共交通便りの発行 夏、冬の 2 回、公共交通の利用促進を図るため、公共交

通便りを発行。 

公共交通の 

改善策の検討 

おでかけなんじぃの

運行見直し基準の再

検討 

平成 27 年度・28 年度に設定されたおでかけなんじぃ

の減便･運行取り止め･増便の基準を現在の利用状況等を

踏まえ見直し 

おでかけなんじぃの

運賃見直しの検討 

路線バス、タクシーとのバランスを考慮した運賃の見直

しを検討 

大型商業施設開業に

向けたＮバス等の運

行について検討 

令和６年度夏に予定されている大型商業施設開業に伴う

渋滞回避に向けた Nバス等の運行について検討 

網計画の 

中間評価の 

実施 

市民アンケート 公共交通の満足度や公共交通の利用状況など網計画の中

間評価のための市民の評価を把握 

観光客アンケート 観光での公共交通の利用状況など網計画の中間評価のた

めの実態を把握 

 

 

●令和５年６月１日より、65 歳以上または障がい者手帳をお持ちの市民を対象に N バスの運

賃を無料とするN バス運賃支援事業を実施しています。 

●公共交通の利用を促すため、利用促進イベントの実施、公共交通便りの発行等を過年度から継

続して実施します。 

●N バスの導入、コロナ禍により役割や利用状況が変化してきている「おでかけなんじぃ」の運

行見直し基準を再検討します。 

●2024 年夏に開業が予定されている大型商業施設にあわせた路線バス、N バスの見直し案を

検討します。 

●さらには、今年度は南城市地域公共交通網形成計画の中間評価年度となっており、評価のため

の市民アンケート及び観光客アンケートを実施します。 
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2 公共交通利用促進策の実施 

2.1 N バス運賃支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.Nバス運賃支援事業の概要 

項目 内容 

対象者 南城市在住の 65 歳以上の方 または 障がい手帳をお持ちの方 

実施期間 令和 5 年 6 月 1 日〜令和 8 年 3 月 31 日 

運賃 無料（市が補填） 

申し込み ①南城市役所生きがい推進課に申請 

②沖縄バス南城市役所出張所での OKICA の購入 

（すでに OKICA を持っている場合でも更新が必要） 

利用方法 Nバス降車時に、OKICA を車載機にタッチ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.Nバス運賃支援事業の案内（広報なんじょう 5月号） 

●65歳以上及び障がい者の市民の方の外出支援や健康増進、高齢運転者の「卒マイカー」を促

進するため、N バス運賃支援事業により市が N バスの運賃を補填することで、実質無償化と

します。 

●N バス運賃支援事業を適用するにあたっては、事前に生きがい推進課への申請と、沖縄バス南

城市役所出張所での OKICAの購入が必要となります。 

●実施期間は令和５年６月１日から令和８年３月３１日の２年 10か月間です。 

●なお、申請者には、Nバスの利用状況や、事業による変化等を把握するアンケートを実施する

予定です。 
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2.2 N バスを活用した修学旅行周遊実証事業 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

2.3 利用促進イベントの実施 

 

 

 

2.4 公共交通便りの発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●修学旅行の日中のコンテンツの造成、N バスの利用促進を図るため、民泊とセットになった N

バスでの周遊事業の実施を検討します。 

●N バスの利用促進を図るため、公共交通アテンダント「N バス娘」と連携し、ハロウィンやバ

レンタインデーなど季節に応じたイベント実施します。 

●公共交通の利用促進を図るため、夏期と冬期の年 2回、公共交通便りを発行し、全世帯に配布

します。 

●なお、令和 4年度は令和 5年 4月からのＮバス見直しを主なテーマに、3月に 1回、通常と

は倍のＡ３サイズで発行しています。 

朝 昼 夕 

民泊 民泊 Nバスで観光 
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図-2.公共交通だより 11号おもて面（令和 5年 3月発行） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3.公共交通だより 11号なか面（令和 5年 3月発行） 
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3 公共交通の改善策の検討 

3.1 おでかけなんじぃの運行見直し基準の再検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.現在のおでかけなんじぃの運行見直し基準 

項目 基準 

減便 2.0人/台未満 

運行取り止め 0.5人/台未満 

増便 3.5人/台以上 

※運行エリアが広いため 1 便/ｈのみの運行は行わない 

3.2 おでかけなんじぃの運賃見直しの検討 

 

 

 

 

 
 

表 4.タクシー初乗り運賃値上げ状況 

値上げ時期 改定内容（初乗り運賃） 値上げ幅 備考 

2016.11 500円→550円 50円  

2019.10 550円→560円 10円 ・消費増税に伴う値上げ 

2023.10頃 560円→600円 40円 ・燃料費・車の部品価格の高騰、

乗員不足に伴う稼働率低下に

よる経営環境の悪化のため 

・改定内容は各事業者による 

●おでかけなんじぃは平成 27年 1月から 300円で有償化に移行し、令和 1年 10月からは、

75歳以上は 200円、75歳未満は 500円の運賃となっています。一方、タクシー初乗り運

賃は、令和５年度改定予定も含め、３回引き上げられ、600円の予定となっております。 

●有償化当初よりも、タクシーに比べおでかけなんじぃの運賃が割安となっており、また、おで

かけなんじぃの収支の改善を図るため、運賃見直しを検討します。 

●平成 27年度、平成 28 年度において、「おでかけなんじぃ」の当時の利用状況を踏まえ、減

便、運行取り止め、増便の基準が設定されました。 

●その後、令和 1年 10月の公共交通再編におけるN バスの誕生により、「おでかけなんじぃ」

の役割は、Nバスを補完する公共交通へと変化しています。 

●また、再編に伴い利用者数が 80 人/日前後から 60 人/日前後に減少、令和 2 年以降はコロ

ナ禍により利用者が減少するなど利用状況も変化してきています。 

●令和 2 年度以降はコロナ禍を考慮し、運行見直し基準は適用してきませんでしたが、コロナ

禍による影響も薄れてきており、今後は運行見直し基準を適用していくことが考えられます。

このため、上記の変化を踏まえた実態にあった基準を今年度検討し、令和 6 年度から新たな

運行見直し基準の周知、適用を行いたいと考えています。 
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3.3 大型商業施設開業に伴う渋滞回避に向けた N バス等運行について検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.大型商業施設の出店予定箇所 

 

  

出店予定箇所 

●つきしろ地区において令和６年度夏に大型商業施設の開業が予定されており、周辺の渋滞緩和

策とあわせて、渋滞回避に向けたNバス等の運行について検討します。 
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4 網計画の中間評価 

4.1 市民アンケートの実施 

 

 

 

 

 

表 5.市民アンケートの概要 

項目 内容 

調査対象 15歳以上の南城市民 

調査方法 WEB アンケートによる調査実施 

WEB アンケートのURL は、南城市公共交通だより第12号及び同時期に発行さ

れる広報南城での掲載を想定 

把握項目 ●属性（年代、居住地、運転免許証の有無等） 

●公共交通の利用状況（交通手段別の利用頻度、主な利用目的等） 

●公共交通に対する評価（路線バスのルート、路線のわかりやすさ、路線バスの

運行頻度、路線バスの運賃、バス停の整備状況）※中間評価の評価項目 

●公共交通に対する要望等（自由意見） 

 

4.2 観光客アンケートの実施 

 

 

 

 

表 6.観光客アンケートの概要 

項目 内容 

調査対象 南城市を訪れる市外からの観光客（県民含む） 

調査箇所 おきなわワールド及びがんじゅう駅南城・南城市地域物産館の 2箇所 

調査方法 調査箇所を訪れた観光客に対し、調査員が協力依頼を行い、協力を得られた方

にその場でアンケート調査票に記入してもらう方法で実施する。 

把握項目 ●属性（年代、居住地、運転免許証の有無、グループ類型、沖縄県来訪回

数、南城市来訪回数、沖縄県滞在日数、南城市滞在日数、沖縄旅行の形

態） 

●南城市への来訪手段 ※中間評価の評価項目 

●南城市内での立ち寄り先 

●南城市までのアクセスに関する要望 

●南城市内での移動に関する要望 

●網形成計画の中間評価を行うため、市民アンケートを実施します。 

●今回は中間評価であり、3年後の令和 8年度には最終評価のための調査をあらためて実施する

ことから、今回はWEBアンケートで簡便的に実施します。（計画策定時は、行政区長を通じた

配布回収で 2,018票回収） 

●市民アンケート同様に網形成計画の中間評価を行うため、観光客アンケートを実施します。 

●観光客アンケートも中間評価のためであることから、調査箇所を 2箇所（おきなわワールド玉

泉洞、がんじゅう駅南城・南城市地域物産館）で実施する。（計画策定時は 5箇所で実施） 
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～ 参考：前回中間評価における実施状況の評価 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策 目標 中間評価 

施策 1-1 

中核地でのバスターミナルの整備 
暫定実施 

○：暫定実施 

2019年度に南城市役所バス停が整備 

施策 1-2 

市外への幹線バスの運行及び既存系

統の見直し 

暫定実施 

○：実施 

2019 年 10 月に南城市役所バス停を

拠点に再編実施 

施策 2-1 

市内の支線バスの運行 
暫定実施 

○：実施 

2019年 10月に支線バスを導入 

施策 2-2 

新たなバス路線網等に対応した乗り

継ぎ施設の整備検討 
検討 

○：実施 

2019 年の再編時に市役所 1 階にバス

出張所や乗り継ぎのための待合施設等

を整備 

施策 2-3 

安座真船待合所への路線バスの乗り

入れ 

実施 

○：実施 

2019 年 10 月の再編で N バスが乗り

入れ 

施策 2-4 

幹線バスと支線バスのダイヤの連携 実施 

○：実施 

2019年 10月の再編で通勤・通学時間

にあわせたダイヤを設定 

施策 3-1 

おでかけなんじぃの継続運行 実施 

○：実施 

2019 年度の再編で位置づけの見直し

を行いながら継続運行 

施策 3-2 

久高航路の継続運行 実施 

○：実施 

2019 年度の再編で N バスとの接続性

を高めて、継続運行 

施策 3-3 

公共駐車場でのパーク＆バスライド

の実施 

検討 

○：検討中 

公共駐車場での実施を検討中 

※3月 1日～駐車場は有料化 

施策 3-4 

送迎用乗降場の整備検討 検討 

○：検討中 

現状では市役所正面駐車場が送迎に利

用されている。 

施策 3-5 

駐輪場の整備検討 
検討 

○：実施 

市役所敷地内に整備 

施策 3-6 

高齢者向け定期券の導入 検討 

○：実施 

N バスの回数券を格安で販売すること

で対応（一般の定期券を上回る割引） 

施策 3-7 

学生向け定期券の導入 検討 

○：実施 

N バスの回数券を格安で販売すること

で対応（一般の定期券を上回る割引） 

施策 3-8 

乗り継ぎ割引の導入検討 検討 

○：実施 

2019年度の再編で、乗り継ぎ割引も

考慮したNバスの均一料金を導入 
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～ 参考：前回中間評価における目標値の達成状況の評価 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 指標 現況値 目標値 達成状況 

①中核地を中心に市外
へスムーズに移動で
きる公共交通網を形
成する。 

バスターミナル
の数 

3箇所 1箇所 
中核地に集約 

△ 

市役所バス停に集約 

中核地から市外
への運行系統数 

0系統 3系統 
那覇、与那原、

八重瀬方面を

想定 

○ 

８系統運行 

路線バスのルー
トの満足度 

2.9 点
/5.0点 

4.0点/5.0

点 
再編により、や

や満足（4 点）

まで向上 

× 

2.5点 

②中核地等での乗り継
ぎによりスムーズに
市内を移動できる公
共交通網を形成す
る。 

中核地とまちの
拠点を結ぶ運行
系統数 

0系統 4系統 
佐敷、知念、玉

城、大里方面と

連絡 

○ 

A1～Hの15系統のNバ

スを運行 

路線バスの運行
頻度の満足度 

2.0 点
/5.0点 

3.0点/5.0点 

10 年間で 5 点

満点の中間値 

× 

2.1点 

③誰でも気軽に利用で
きる身近な移動手段
を確保する。 

デマンドバス登
録者数 

4,000
人 

8,800人 
10 年 間 で

4,800 人増加、

創生戦略に準

拠 

目標として削除予定 

パーク＆バスラ
イド用駐車場の
整備 

0箇所 1箇所 
中核地を想定 

 

2023、2026年に評価 

路線バスの運賃
の満足度 

2.4点 
/5.0点 

3.0点/5.0点 

10 年間で 5 点

満点の中間値 

× 

2.6点 

公共交通の分担
率 

1.6％ 3.2％ 
10 年間で倍増 

○ 

5.８％ 

④再編による効果を高
めるため、公共交通
の利用環境を充実す
る 

路線のわかりや
すさの満足度 

2.8 点
/5.0点 

4.0点/5.0

点 
再編により、や

や満足（4 点）

まで向上 

× 

幹線バス：2.8点 

Nバス：2.6点 

バス停の整備状
況の満足度 

2.8 点
/5.0点 

3.0点/5.0点 
10 年間で 5 点

満点の中間値 

× 

2.8点 

⑤南城市の活性化に向
け、人の流れを活発
にする 

観光客の路線バ
スの分担率 

2.0％ 4.0％ 
5 年間で倍増 

○ 

2.4% 

需要喚起に向け
たイベント実施 

0件 1件 
10 年間で毎年

実施するイベ

ントづくり 

2026 

 


